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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】食器類を洗浄するのに有用であり、低温での改善された物理的安定性を有する洗
剤組成物を提供する。
【解決手段】全組成物の３０～７０重量％の水、および（ａ）アルキルアルコキシサルフ
ェート界面活性剤と（ｂ）アミンオキシド界面活性剤とを含み、前記アルキルアルコキシ
サルフェート界面活性剤が分枝アルキルアルコキシサルフェート界面活性剤３０～５０重
量％を含み、かつ全組成物の０．１～２重量％のマグネシウムイオンをさらに含む、水性
液体洗剤組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　全組成物の３０～７０重量％の水、および
（ａ）アルキルアルコキシサルフェート界面活性剤と
（ｂ）アミンオキシド界面活性剤とを含んでなる界面活性剤混合物を含んでなる水性液体
洗剤組成物であって、
　前記アルキルアルコキシサルフェート界面活性剤が分枝アルキルアルコキシサルフェー
ト界面活性剤３０～５０重量％を含み、かつ
　全組成物の０．１～２重量％の量のマグネシウムイオンをさらに含むことを特徴とする
、水性液体洗剤組成物。
【請求項２】
　水４０～６０重量％を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記アルキルアルコキシサルフェート界面活性剤が、式
Ｒ１Ｏ（Ａ）ｘＳＯ３Ｍ（式中、Ｒ１は炭素数９～１５のアルキルまたはアルケニル基で
あり、Ａはアルコキシ基であり、ｎは平均で実数０．５～７を表わし、Ｍはアルカリ金属
、アルカリ土類金属、アンモニウム基、またはアルカノールアンモニウム基である）を有
する、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記式において、Ａがエトキシまたはプロポキシである、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記式において、Ａがエトキシである、請求項３に記載の組成物。
【請求項６】
　前記アミンオキシド界面活性剤が、式
　　　　　　　　　　　Ｒ３

　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　Ｒ２ -- Ｎ＋ -- Ｏ－
　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　Ｒ４

（式中、Ｒ２は炭素数１０～１６の直鎖または分枝アルキルまたはアルケニル基を表わし
、Ｒ３およびＲ４はＣ１～Ｃ４炭化水素鎖を表わす）
を有する、請求項１～５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記式において、Ｒ３およびＲ４がメチル基またはエチル基である、請求項６に記載の
組成物。
【請求項８】
　透明な液体である、請求項１～７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　透明な容器にパッケージ化する、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　食器類の洗浄法であって、食器類を水浴に浸漬し、請求項１～９のいずれか１項に記載
の有効量の組成物をデバイス上に吸収し、吸収された組成物を有するデバイスを汚れた食
器類の各々の表面に個々に接触させることを特徴とする、食器類の洗浄法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水性液体洗剤組成物に関する。この組成物は、食器類を洗浄するのに特に有
用であり、低温での改善された物理的安定性を有する。
【背景技術】
【０００２】
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　良好なグリース除去上の利益を有する液体食器洗い組成物は、消費者によって大いに望
まれており、それゆえこれらの組成物は有効な界面活性剤系を含むことが必要である。こ
のような有効な界面活性剤系は、しばしば、異なる界面活性剤を組み合わせそして、特に
有効な界面活性剤系は、アミンオキシドをアルキルアルコキシサルフェート界面活性剤と
有意量で組み合わせる。
【０００３】
　しかしながら、有意量のその界面活性剤系の使用は、低温不安定性の問題を提示する。
事実、本発明者等は、有効量のその界面活性剤系を含む製品の場合には、製品を低温に付
す時に、白色の固体が沈殿することを見出した。低温が維持されるならば、そのプロセス
は全製品全体にわたって進行し且つこの現象は、消費者が製品を分与し且つ使用すること
をできなくさせる。問題は、組成物が一般に陽イオン、および特にマグネシウム塩（性能
に特に望ましい）を更に含む特に一層重大であるらしい。
【０００４】
　この低温不安定性現象は、消費者許容の見地から特に望ましい透明な液体として処方す
る製品の場合に一層大きい問題である。事実、前記現象は、組成物の斬新的な曇りを生じ
、結局、完全な不透明を生じ、このことは消費者の観点から許容できない。
【０００５】
　このように、本発明の目的は、アミンオキシドとアルキルアルコキシサルフェート界面
活性剤とを含み且つ低温で安定である有効量の界面活性剤系を含む洗剤組成物を提供する
ことにある。
【０００６】
　これへの応答として、本発明者等は、この問題が或る量の分枝アルキルアルコキシサル
フェート界面活性剤を有する組成物を提供することによって解決できることを今や見出し
た。事実、この分枝物質の使用は、陽イオンを含む組成物においてさえ低温不安定性の問
題を扱い、低温で透明なままである透明な製品の処方も可能にする。
【発明の概要】
【０００７】
　本発明の組成物は、全組成物の３０～７０重量％の水、および
（ａ）アルキルアルコキシサルフェート界面活性剤と
（ｂ）アミンオキシド界面活性剤とからなる界面活性剤混合物（前記アルキルアルコキシ
サルフェート界面活性剤は分枝アルキルアルコキシサルフェート界面活性剤２０～６０重
量％を含む）を含むことを特徴とする液体洗剤組成物である。
【０００８】
　更に、本発明は、食器類をこれらの組成物で洗浄する方法、および低温での組成物の物
理的安定性を改善するために分枝アルキルアルコキシサルフェートのその中での用途を包
含する。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の組成物は、水性液体組成物である。それらは、典型的には、全組成物の３０～
７０重量％、好ましくは４０～６０重量％の水を含む。７０重量％より多い水量において
は、低温不安定性の問題は、一般に観察されないが、３０％未満においては、安定性は大
幅に損なわれそして透明な安定な製品の処方性がますます困難になる。
【００１０】
　本組成物は、液体でありそしてそれゆえ典型的には２０℃でNo.１８スピンドルを有す
るブルッック・フィールド粘度計で測定して粘度５０ｃｐｓ～２０００ｃｐｓ、好ましく
は１００ｃｐｓ～３５０ｃｐｓを有する。
【００１１】
　本発明の組成物は、必須成分として、アミンオキシドとアルキルアルコキシ化サルフェ
ート界面活性剤とからなる界面活性剤系を含む。
【００１２】
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　ここで使用するのに好適なアミンオキシドは、式
　　　　　　　　　　　Ｒ３

　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　Ｒ２－Ｎ＋－Ｏ－
　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　Ｒ４

（式中、Ｒ２は炭素数１０～１６の直鎖または分枝アルキルまたはアルケニル基を表わし
、Ｒ３およびＲ４はＣ１～Ｃ４炭化水素鎖、好ましくはメチル基またはエチル基を表わす
）
に係るものである。一般に、Ｒ２中の炭素原子の数が１０未満である時には、組成物の洗
浄力は低下され、一方１６を超えるならば、低温での組成物の安定性は低下する。
【００１３】
　本組成物は、典型的には、全組成物の０．５～１０重量％、好ましくは０．５～５重量
％の前記アミンオキシドを含む。
【００１４】
　ここで使用するのに好適なアルキルアルコキシ化サルフェートは、式
Ｒ１Ｏ（Ａ）ｘＳＯ３Ｍ（式中、Ｒ１は炭素数９～１５のアルキルまたはアルケニル基で
あり、Ａはアルコキシ基、好ましくはエトキシまたはプロポキシ、最も好ましくはエトキ
シであり、ｎは平均で実数０．５～７を表わし、Ｍはアルカリ金属、アルカリ土類金属、
アンモニウムまたはアルカノールアンモニウム基である）
を有する。
【００１５】
　典型的にはｎが１．０未満である時には、等重量基準でｎがより低い値を有するアルキ
ルアルコキシ化サルフェートの使用は、陰イオンのモルの対応増大のためグリース除去お
よび起泡に関する組成物の性能を改善するが、非アルコキシ化アルキルサルフェートの合
計量の増大を生じそして、このことは低温不安定性問題をより重大にさせるらしい。異な
るｎ値を有する異なるアルキルアルコキシ化サルフェートを使用するならば、組成物中の
アルキルアルコキシ化サルフェートの得られる平均ｎ値は、組成物で使用する異なるアル
キルアルコキシ化サルフェートの個々のｎ値の重量モル平均ｎ値であろう。
【００１６】
　平均ｎが０．５未満であるならば、皮膚への刺激は増大しそしてこのことは望ましくな
い。一方、平均ｎ値が３より大きいならば、洗浄力は低下する。
【００１７】
　Ｒ１に関しては、Ｒ１中の炭素原子の平均数が９未満であるならば、洗浄力は不十分で
ある一方、１６より大きいならば、低温での安定性は低下する。
【００１８】
　本組成物は、全組成物の１５～４５重量％、好ましくは１５～３５重量％の前記アルキ
ルアルコキシ化サルフェート物質を含む。
【００１９】
　本発明によれば、低温不安定性の問題は、分枝アルキルアルコキシ化サルフェート界面
活性剤の提供によって解決される。換言すれば、本発明によれば、前記アルキルアルコキ
シ化サルフェート界面活性剤の実質的部分は、分枝物質として与えなければならない。分
枝物質とは、Ｒ１が分枝である一方、分枝の位置および分枝基の長さは親アルコール中の
ＣＨ２－ＯＨ官能基の位置によって決定されるようなものを意味する。
【００２０】
　分枝アルキルアルコキシ化サルフェート物質は、全アルキルアルコキシ化サルフェート
（分枝プラス線状）の６０重量％より多くを表わすべきではないことが重要である。さも
なければ、製品の起泡性能は許容できない程低下する。範囲の他端においては、所望の低
温安定性を達成するのに十分な分枝アルキルアルコキシ化サルフェートがあるべきである
。この最小値は、特定のニーズに依存し且つ分枝物質の割合の関数として所望の温度での
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所定のマトリックスの安定性をプロットすることによって評価できる。一般に、分枝アル
キルアルコキシ化サルフェートは、存在する全アルキルアルコキシ化サルフェートの少な
くとも２０重量％から６０重量％まで、好ましくは２０～５５重量％、最も好ましくは３
０～５０重量％の量で存在すべきである。
【００２１】
　アルキルアルコキシ化サルフェートは、各種の鎖長、アルコキシ化度および分枝度でア
ルブライト・エンド・ウィルソンにより商品名エンピコール(Empicol(R)）ＥＳＡ７０（
ＡＥ１Ｓ）またはエンピコール(R)ＥＳＢ７０（ＡＥ２Ｓ）（天然アルコールから誘導さ
れ且つ１００％線状であるＣ12／14炭素鎖長分布を有する）、アルブライト・エンド・ウ
ィルソンにより商品名エンピミン(Empimin(R)）ＫＳＬ６８／Ａ－ＡＥ１Ｓおよびエンピ
ミン(R)ＫＳＮ７０／ＬＡ－ＡＥ３Ｓ）（Ｃ12／13鎖長分布および分枝約６０％を有する
）、シェルから商品名ドバノール(Dobanol(R)）２３エトキシ化サルフェート（Ｃ12／13
鎖長分布および分枝約　１８％を有する）、コンデア・アウグスタから商品名硫酸化リア
ール（Lial(R)）１２３エトキシレート（Ｃ12／13鎖長分布および分枝約６０％を有する
）および商品名硫酸化イサルケム（Isalchem(R)）１２３アルコキシレート（Ｃ12／13鎖
長分布および分枝約９５％を有する）で市販されている。
【００２２】
　また、好適なアルキルアルコキシ化サルフェートは、Ｊ．ファルベ編の「消費製品中の
界面活性剤」およびコンデア・アウグスタによりバルセロナでの３－７VI１９９６年会議
第４回世界界面活性剤に提出された「脂肪オキソアルコール：誘導ＡＥ、ＡＳ、ＡＥＳの
アルキル鎖構造と性能との関係」に記載のような適当なアルコールをアルコキシ化し、硫
酸化することによって製造できる。市販のオキソアルコールは、数種の異性体および同族
体を含有する第一級アルコールの混合物である。工業的方法は、これらの異性体を分離す
ることを可能とし、従って、線状異性体含量５～１０％から９５％までを有するアルコー
ルを生ずる。アルコキシ化および硫酸化に利用できるアルコールの例は、コンデア・アウ
グスタによるリアール(R)アルコール（６０％分枝）、コンデア・アウグスタによるイサ
ルケム(R)アルコール（９５％分枝）、シェルによるドバノール(R)アルコール（１８％線
状）である。
【００２３】
　本組成物は、各種の任意成分を更に含むことができる。
【００２４】
マグネシウムイオン
　本組成物は、好ましくは、組成物の０～２．０重量％、好ましくは０．１～２重量％、
最も好ましくは０．３～２重量％のマグネシウムイオン（改善された製品安定性並びに改
善された起泡性および皮膚マイルドさのために本発明の液体洗剤組成物に添加してもよい
）を含む。
【００２５】
　マグネシウムイオンは、水中の酸化マグネシウムまたは水酸化マグネシウムスラリーで
の酸形のアルキルエトキシ界面活性剤の中和によって導入することが好ましい。通常、こ
の方法は、組成物中の陰イオン界面活性剤の量によって限定される。別法は、ＭｇＣｌ２

、ＭｇＳＯ４または他の無機Ｍｇ塩を使用する方法である。これらの物質は、腐食問題を
生じ（塩化物塩）、処方物の溶解度を減少し、または組成物中の処方性／安定性問題を生
ずることがあるので、それ程望ましくない。これらの理由で、無機塩の添加を陰イオン無
機対イオンの２重量％未満、好ましくは１重量％未満に限定することが望ましい。
【００２６】
溶媒
　別の本質的成分として、本発明の組成物は、所望の粘度を達成するために有効量の溶媒
を含むことができる。
【００２７】
　ここで使用するのに好適な溶媒としては、低分子量アルコール、例えば、Ｃ１～Ｃ10、
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好ましくはＣ１～Ｃ４一価アルコールおよび二価アルコール、好ましくはエチルアルコー
ル、イソプロピルアルコール、プロピレングリコールおよびヘキシレングリコールが挙げ
られる。
【００２８】
　本組成物は、典型的には、全組成物の３～２０重量％、好ましくは３～１５重量％、最
も好ましくは５～１０重量％のアルコールまたはそれらの混合物を含む。
【００２９】
ハイドロトロープ
　別の本質的成分として、本発明の組成物は、組成物が水に適当に可溶性であるように有
効量のハイドロトロープを含む。「水に適当に可溶性」とは、製品が洗浄習慣と使用の条
件との両方によって指令されるように水に十分に迅速に溶解することを意味する。水に迅
速に溶解しない製品は、グリースクリーニング、起泡性、食器類／ガラスなどからの製品
のすすぎやすさ、または洗浄後に食器類／ガラス上の製品残存に関して性能の否定をもた
らすことがある。ハイドロトロープの配合は、文献および従来技術で公知であるように製
品安定性および処方性を改善するのにも役立つ。
【００３０】
　ここで使用するのに好適なハイドロトロープとしては、陰イオン型ハイドロトロープ、
特にキシレンスルホン酸ナトリウム、キシレンスルホン酸カリウムおよびキシレンスルホ
ン酸アンモニウム（好ましい）、トルエンスルホン酸ナトリウム、トルエンスルホン酸カ
リウムおよびトルエンスルホン酸アンモニウム、クメンスルホン酸ナトリウム、クメンス
ルホン酸カリウムおよびクメンスルホン酸アンモニウム（最も好ましい）、およびそれら
の混合物、および関連化合物（米国特許第３，９１５，９０３号明細書に開示）が挙げら
れる。
【００３１】
　本発明の組成物は、典型的には、全組成物の１．０～１５重量％、好ましくは３～１０
重量％、最も好ましくは３～６重量％のハイドロトロープまたはそれらの混合物を含む。
【００３２】
　好ましくは、本組成物は、透明な液体組成物として処方する。「透明」とは、安定であ
り且つ透光性であることを意味する。透明な組成物を達成するために、溶媒およびハイド
ロトロープの使用は、食器洗い処方物の技術に精通したものに周知である。透明な組成物
は、好ましくは、透明な容器（典型的にはプラスチックまたはガラスから作ることができ
る）にパッケージ化する。
【００３３】
任意成分
　本組成物は、後述の多数の他の任意成分を更に含むことができる。
【００３４】
　本発明の組成物は、好ましくは、起泡性、洗浄力、および／またはマイルドさを助長す
るための特定の補助界面活性剤を含有する。このカテゴリーには液体またはゲル食器洗い
洗剤で常用されている数種の陰イオン界面活性剤が包含される。本発明で有用である陰イ
オン補助界面活性剤の例は、下記のクラスである：
【００３５】
　（１）アルキル基が直鎖または分枝鎖配置に９～１５個の炭素原子、好ましくは１１～
１４個の炭素原子を有するアルキルベンゼンスルホネート。特に好ましい線状アルキルベ
ンゼンスルホネートは、約１２個の炭素原子を有する。米国特許第２，２２０，０９９号
明細書および第２，４７７，３８３号明細書は、これらの界面活性剤を詳細に記載してい
る。
【００３６】
　（２）炭素数８～２２、好ましくは炭素数１２～１６のアルコールを硫酸化することに
よって得られるアルキルサルフェート。アルキルサルフェートは、式　ＲＯＳＯ３

－Ｍ＋

（式中、ＲはＣ８～22アルキル基であり、Ｍは一価陽イオンおよび／または二価陽イオン



(7) JP 2010-47763 A 2010.3.4

10

20

30

40

50

である）を有する。
【００３７】
　（３）アルキル部分中に８～２２個の炭素原子、好ましくは１２～１６個の炭素原子を
有するパラフィンスルホネート。これらの界面活性剤は、ヘキスト・セラニーズからホス
タプール（Hostapur）ＳＡＳとして市販されている。
【００３８】
　（４）炭素数８～２２、好ましくは炭素数１２～１６のオレフィンスルホネート。米国
特許第３，３３２，８８０号明細書は、好適なオレフィンスルホネートの説明を含む。
【００３９】
　（５）アルキル部分中に８～２２個の炭素原子、好ましくは１２～１６個の炭素原子を
有するアルキルグリセリルエーテルスルホネート。
【００４０】
　（６）式
　　　　　　　　　Ｒ１－ＣＨ（ＳＯ３

－Ｍ＋）ＣＯ２Ｒ２

（式中、Ｒ１は約Ｃ８～Ｃ18、好ましくはＣ12～Ｃ16の直鎖または分枝アルキルであり、
Ｒ２は約Ｃ１～Ｃ６の直鎖または分枝アルキル、好ましくは主としてＣ１であり、Ｍ＋は
一価陽イオンまたは二価陽イオンを表わす）
の脂肪酸エステルスルホネート。
【００４１】
　（７）炭素数６～１８、好ましくは８～１６の第二級アルコールサルフェート。　
【００４２】
　他の好適な補助界面活性剤は、下記のものである：
　（８）式
　　　　　　　　　Ｏ
　　　　　　　　　‖
　　　　Ｒ６　－　Ｃ　－　Ｎ（Ｒ７）２

〔式中、Ｒ６は炭素数７～２１、好ましくは９～１７のアルキル基であり、各Ｒ７は水素
、Ｃ１～Ｃ４アルキル、Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル、および－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｘＨ（
式中、ｘは１～約３で変化する）からなる群から選ばれる〕
を有する脂肪酸アミド界面活性剤。
【００４３】
　（９）構造式
　　　　　　　　　　　Ｏ　　　Ｒ１

　　　　　　　　　　　‖　　　｜
（Ｉ）　　　Ｒ２　－　Ｃ　－　Ｎ　－　Ｚ
〔式中、Ｒ１はＨ、Ｃ１～Ｃ４ヒドロカルビル、２－ヒドロキシエチル、２－ヒドロキシ
プロピル、またはそれらの混合物、好ましくはＣ１～Ｃ４アルキル、より好ましくはＣ１

またはＣ２アルキル、最も好ましくはＣ１アルキル（即ち、メチル）であり；Ｒ２はＣ５

～Ｃ31ヒドロカルビル、好ましくは直鎖Ｃ７～Ｃ19アルキルまたはアルケニル、より好ま
しくは直鎖Ｃ９～Ｃ17アルキルまたはアルケニル、最も好ましくは直鎖Ｃ11～Ｃ17アルキ
ルまたはアルケニル、またはそれらの混合物であり；Ｚは鎖に直結された少なくとも３個
のヒドロキシルを有する線状ヒドロカルビル鎖を有するポリヒドロキシヒドロカルビルま
たはそのアルコキシ化誘導体（好ましくはエトキシ化またはプロポキシ化）である〕
のポリヒドロキシ脂肪酸アミド界面活性剤。Ｚは、好ましくは還元アミノ化反応において
還元糖から誘導されるであろうし；より好ましくはＺはグリシチルである。好適な還元糖
としては、グルコース、フルクトース、マルトース、ラクトース、ガラクトース、マンノ
ース、およびキシロースが挙げられる。Ｚは、好ましくは－ＣＨ２－（ＣＨＯＨ）ｎ－Ｃ
Ｈ２ＯＨ、－ＣＨ（ＣＨ２ＯＨ）－（ＣＨＯＨ）n-1 －ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ２－（ＣＨＯ
Ｈ）２（ＣＨＯＲ′）（ＣＨＯＨ）－ＣＨ２ＯＨ（式中、ｎは３～５の整数であり、Ｒ′
はＨまたは環式または脂肪族単糖である）、およびそれらのアルコキシ化誘導体からなる
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群から選ばれるであろう。ｎが４であるグリシチル、特に－ＣＨ２－（ＣＨＯＨ）４－Ｃ
Ｈ２ＯＨが、最も好ましい。
【００４４】
　式（Ｉ）中、Ｒ１は、例えば、Ｎ－メチル、Ｎ－エチル、Ｎ－プロピル、Ｎ－イソプロ
ピル、Ｎ－ブチル、Ｎ－２－ヒドロキシエチル、またはＮ－２－ヒドロキシプロピルであ
ることができる。
【００４５】
　Ｒ２－ＣＯ－Ｎ＜は、例えば、ココアミド、ステアロアミド、オレオアミド、ラウリン
アミド、ミリストアミド、カプリンアミド、パルミトアミド、タローアミドなどであるこ
とができる。
【００４６】
　Ｚは、１－デオキシグルシチル、２－デオキシフルクチチル、１－デオキシマルチチル
、１－デオキシラクチチル、１－デオキシガラクチチル、１－デオキシマンニチル、１－
デオキシマルトトリオチチルなどであることができる。
【００４７】
　（１０）一般式
　　　　　　　　　Ｒ－Ｎ(+) （Ｒ１）２－Ｒ２ＣＯＯ(-) 

〔式中、Ｒは炭素数１０～２２、好ましくは炭素数１２～１８のアルキル基、同様の炭素
原子の数を有するアルキルアリールおよびアリールアルキル基（ベンゼン環は約２個の炭
素原子に等価であるとみなす）、およびアミドまたはエーテル結合によって中断された同
様の構造からなる群から選ばれる疎水基であり；各Ｒ１は炭素数１～約３のアルキル基で
あり；Ｒ２は炭素数１～約６のアルキレン基である〕
を有するベタイン洗剤界面活性剤。
【００４８】
　（１１）エチレンオキシド基（性状が親水性）と性状が脂肪族またはアルキル芳香族で
あることができる有機疎水性化合物との縮合によって製造される化合物として広く定義で
きるエチレンオキシド縮合物。特定の疎水基と縮合する親水基またはポリオキシアルキレ
ン基の長さは、親水性エレメントと疎水性エレメントとの間の所望のバランスを有する水
溶性化合物を生成するように容易に調整できる。
【００４９】
　泡安定剤として好適なこのようなエチレンオキシド縮合物の例は、脂肪族アルコールと
エチレンオキシドとの縮合物である。脂肪族アルコールのアルキル鎖は、直鎖または分枝
のいずれかであることができ、一般に、約８～約１８個、好ましくは約８～約１４個の炭
素原子を有し（泡安定剤としての最良の性能のために）、エチレンオキシドは、アルコー
ル１モル当たり約８モル～約３０モル、好ましくは約８～約１４モルのエチレンオキシド
の量で存在する。
【００５０】
　（１２）式
　　　　　〔Ｒ１（ＯＲ２）ｙ〕〔Ｒ３（ＯＲ２）ｙ〕２Ｒ４Ｎ＋Ｘ－

の陽イオン第四級アンモニウム界面活性剤または式
　　　　　　　〔Ｒ１（ＯＲ２）ｙ〕〔Ｒ３（ＯＲ２）ｙ〕Ｒ４Ｎ
のアミン界面活性剤
〔式中、Ｒ１は、アルキル鎖中に約６～約１６個の炭素原子を有するアルキルまたはアル
キルベンジル基であり；各Ｒ２は－ＣＨ２ＣＨ２－、
－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）－、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ２ＯＨ）－、
－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－およびそれらの混合物からなる群から選ばれ；各Ｒ３はＣ１～Ｃ

４アルキル、Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル、ベンジル、および水素（ｙが０ではない時
）からなる群から選ばれ；Ｒ４はＲ３と同じであるかアルキル鎖であり、Ｒ１＋Ｒ４の炭
素原子の合計数は約８～約１６であり、各ｙは約０～約１０であり、ｙ値の和は約０～約
１５であり；Ｘは相容性陰イオンである〕。
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【００５１】
　前記の任意の補助界面活性剤に加えて、組成物は、液体食器洗い組成物で使用するのに
好適な他の任意成分、例えば、香料、染料、乳濁剤、酵素、ビルダーおよびキレート化剤
およびｐＨ緩衝手段（本組成物が一般にｐＨ５～１１、好ましくは６．５～８．５、最も
好ましくは７～８を有するように）を含有できる。
【００５２】
方法
　本発明の方法の態様においては、汚れた食器類は、有効量、典型的には約０．５ml～約
２０ml（２５個の被処理食器類当たり）、好ましくは約３ml～約１０mlの本発明の組成物
と接触させる。使用する液体洗剤組成物の実際の量は、使用者の判定に基づくであろうし
且つ典型的には因子、例えば、組成物の特定の製品処方、例えば、組成物中の活性成分の
濃度、クリーニングすべき汚れた食器類の数、食器類の汚れの程度などに依存するであろ
う。
【００５３】
　特定の製品処方は、多数の因子、例えば、組成物製品の所期の市場（即ち、米国、欧州
、日本など）に依存するであろう。
【００５４】
　一般に、本発明の液体洗剤組成物約０．０１ml～約１５０ml、好ましくは約３ml～約４
０mlは、容積容量約１０００ml～約２００００ml、より典型的には約５０００ml～約１５
０００mlを有するシンク中で水約２０００ml～約２００００ml、より典型的には約５００
０ml～約１５０００mlと合わせる。汚れた食器類は、次いで得られる希釈組成物を含有す
るシンクに浸漬し、そこで食器の汚れた表面を布、スポンジまたは同様の物品と接触する
ことによってクリーニングする。布、スポンジまたは同様の物品は、食器表面との接触前
に洗剤組成物／水混合物に浸漬してもよくそして実際の時間は各適用および使用者に応じ
て変化するであろうが、典型的には食器表面と約１～約１０秒の時間接触する。布、スポ
ンジまたは同様の物品を食器表面に接触することは、好ましくは、食器表面の同時スクラ
ッビングによって達成される。
【００５５】
　別の使用法は、汚れた食器類を液体食器洗い洗剤なしの水浴に浸漬することからなるで
あろう。液体食器洗い洗剤を吸収するためのデバイス、例えば、スポンジは、別個の量の
未希釈液体食器洗い組成物に典型的には約１～約５秒の時間直接入れる。次いで、吸収性
デバイス、従って未希釈液体食器洗い組成物は、汚れた食器類の各々の表面に個々に接触
して前記汚れを除去する。実際の適用時間は食器の汚れの程度などの因子に依存するであ
ろうが、吸収性デバイスは、典型的には、各食器表面と約１～約１０秒の時間接触する。
吸収性デバイスを食器表面に接触することは、好ましくは、同時スクラッビングによって
達成される。
【００５６】
用途
　更に、本発明は、全組成物の５０～７５重量％の水、およびアルキルアルコキシサルフ
ェート界面活性剤とアミンオキシド界面活性剤との界面活性剤混合物を含む組成物におい
て、低温での前記組成物の物理的安定性を改善するために前記組成物中のアルキルアルコ
キシサルフェートの全量の６０％までを構成する分枝アルキルアルコキシサルフェート界
面活性剤の用途を包含する。
【００５７】
　本発明を例示する下記の組成物は、表示の割合の表示の成分を一緒に混合することによ
って調製する。
【実施例】
【００５８】
　明記の分枝度は、正確な比率の明記のエトキシ化度の市販の分枝物質を組み合わせるこ
とによって与える。
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【００５９】
成分　　　　　　　　〔Ａ〕　　　　　　　 〔Ｂ〕　　　　　 　〔Ｃ〕
ココナツアルキル　　30(x=1.5)　　　　　　30(x=1.5)　　　　　 20(x=2) 
　エトキシ(x) サ　　硫酸化シェル(R)　　　硫酸化シェル(R)　　 シェルドバノー
　ルフェート　　　　AE1.5S 36%+　　　　　AE1.5 60%+A&WKSL　　ル(R)AE2S
　　　　　　　　　　A&WKSL68(R)/A 45%　　68(R)/A 28% +A&W　　合計分枝18% 
　　　　　　　　　　+A&Wエンピミン(R)　　エンピミン(R)
　　　　　　　　　　KSN70/LA 19%　　 　　KSN70/LA 12%
　　　　　　　　　　合計分枝45%　　　　　合計分枝35% 
グルコースアミド　　3.5　　　　　　　　　 3.5　　　　　　　　 5 
アミンオキシド　　　2.5　　　　　　　　　 2.5　　　　　　　　 2.5 
ベタイン　　　　　　2.5　　　　　　　　　 2.5　　　　　　　　 2.5 
Ｃ10Ｅ８エトキシ　　5　　　　　　　　　　 5　　　　　　　　　 5 
　化アルコール
Ｍｇ　　　　　　　　0.5　　　　　　　　　 0.5　　　　　　　　 0.5 
ハイドロトロープ　　5　　　　　　　　　　 5　　　　　　　　　 5 
溶媒（EtOH+ プロ　　7　　　　　　　　　　 7　　　　　　　　　 7 
　ピレングリコール）
雑多な成分（染料、　0.5%　　　　　　　　　0.5%　　　　　　　　0.5%
　香料、乳濁剤など）
水　　　　　　　　　残部(100%とする)　　　残部(100%とする)　　残部(100%とする)
粘度(cps)　　　　　 150cps　　　　　　　　150cps　　 　　　　 150cps
ｐＨ（１０％溶液）　8　　　　　　　　　　 8　　　　　　　　　 8 
★－５℃／３週間　　合格　　　　　　　　　合格　　　　　　　　合格
　での安定性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　★合格は製品が透明な製品からの可視変化を示さないことを示す。
【００６０】
成分　　　　　　　　〔Ｄ〕　　　　　　　　　　　　〔Ｅ〕　　　　　
ココナツアルキル　　30(x=2)　　　　　　　　　　　 30(x=0.5)　　　 
　エトキシ(x) サ　　硫酸化コンデア(R)リアー　 　　硫酸化コンデア(R)リアー
　ルフェート　　　　ル(R)AE2 とシェル(R)AE2S　　　ル(R)AE0.5 
　　　　　　　　　　との比率3:1　　　　　　　　　 合計分枝60% 
　　　　　　　　　　合計分枝50%　　　　　　　 
グルコースアミド　　5.5　　　　　　　　　　　　　 1.5 
アミンオキシド　　　2.8　　　　　　　　　　　　　 1.5 
ベタイン　　　　　　2.8　　　　　　　　　　　　　 1.5 
Ｃ10Ｅ８エトキシ　　5.5　　　　　　　　　　　　　 5.0 
　化アルコール
Ｍｇ　　　　　　　　0.5　　　　　　　　　　　　　 0.5 
ハイドロトロープ　　5 
溶媒（EtOH+ プロ　　7　　　　　　　　　　　　　　 5 
　ピレングリコール）
雑多な成分（染料、　0.5%　　　　　　　　　　　　　0.5%
　香料、乳濁剤など）
水　　　　　　　　　残部（100%とする）　　　　　　残部（100%とする）
粘度(cps)　　　　　 150　　　　　　　　　　　　　 300 
ｐＨ（１０％溶液）　8　　　　　　　　　　　　　　 8 
★－５℃／３週間　　合格
　での安定性
★０℃／３週間で　　　　　　　　　　　　　　　　　合格
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　★合格は製品が透明な製品からの可視変化を示さないことを示す。
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